
（別紙）個別保健事業の指標　令和３年度進捗状況

①生活習慣病重症化予防事業

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

令和２年度から新規に取り組んだ事業
R２実績：通知発送３０１件、歯科受診者８７件
対象者：令和２年度特定健診の結果に基づく保健指導対象者のうち、糖尿病性
腎症重症化予防事業対象者基準を満たし、かつ令和２～３年度に歯科未受診
の者
対象者に糖尿病と歯周病の関係、口腔ケアの重要性を記載したチラシを送付
し、歯科受診を勧奨する。

個人の状況に
合わせた

啓発

評価
指標

①啓発実施に係る予算確保
②対象者の抽出

対象者に応じた受診勧奨案内
作成

啓発実施件数
（通知・電話計）

血圧の受診勧奨対象者率（特
定健診）
①収縮期血圧　②拡張期血圧
（H28　①49.2％　②21.0％　保
健指導判定値）

通知勧奨件数：13,064件
・H30～R2年度で受診回数が2～3回の者に健診結果付き受診勧奨（3,753人）
・受診回数が1、3回の者に年齢、性別ごとの受診勧奨
・受診回数が0回の者にナッジ理論を応用した受診勧奨

資料提供によ
る啓発活動後

押し

評価
指標

健康づくり支援課との調整
①啓発用資料作成
②啓発機会の定期的な把握

資料を活用した啓発の
実施回数

血圧の受診勧奨対象者率（特
定健診）
①収縮期血圧　②拡張期血圧 ・市内の支会ごとの健診受診率や有所見率、メタボ該当率との相関等を比較し

た資料を作成し、啓発に活用した。
・特定健診受診率が一番低い高階地区については、地区での啓発用に新たに
チラシを作成。健康づくり支援課が高階地区で行う事業の際に、啓発を行った。
・他保険者の健診情報を集約して合同チラシを作成し提供した。

糖尿病性腎症
重症化予防

事業

評価
指標

①事業の予算確保
②県共同事業参加

①医療機関へ文書による参加
呼びかけ
②実施医療機関向け説明会実
施、事業結果のフィードバック

①参加医療機関数
②保健指導参加者数

新規人工透析移行者
（H２８　８５人）

・R３年度参加者数
　　保健指導参加者：19人
　　継続支援参加者：8人　　計27人
・重症化リスクのある方へ文書、電話による受診勧奨を実施。
・その他：①過去の事業修了者に、治療継続について通知を送付　31人
②糖尿病性腎症重症化予防を目的とした歯科検診の受診勧奨通知を発送
171人

　
高血圧症
予防事業

評価
指標

①事業の予算確保
②保健指導従事者の確保

①受診勧奨実施（通知・電話）
②保健指導の継続実施

保健指導実施人数

①事業参加者のうち血圧の数値が改
善した人
②生活習慣が改善した人　③受診した
者

・新型コロナウイルス感染症の影響により、対面による個別相談は実施せず。
・特定健診結果より高血圧のリスクのある者1,325人に対して、通知を発送。
そのうち、Ⅲ度高血圧者及びⅡ度高血圧者のうち昨年度Ⅰ度であった者に、電
話による保健指導（受診勧奨及び生活指導）実施。　　　　　139人に対し延べ
271回架電し、150人（本人124人、家族26人）に保健指導を実施。さらに健診結
果、電話での内容から継続指導が必要と判断した19人に継続保健指導を実施
した。

糖尿病性腎症
重症化予防を
目的とした歯
科の取り組み
（令和2年度新

規事業）

評価
指標

①事業の予算確保
②県共同事業参加

対象者へのチラシ発送 チラシ発送件数

実施 ①作成　②実施 ９回 ①４９．２％　②２１．６％

①予算確保　②共同事業参加 発送 - 対象者の１０％以上

①予算確保　②共同事業参加 発送 １７１件 １５．８％（２７人）

歯科受診件数（歯科受診者割
合）

①予算確保　②実施 作成 ８００件 ①４５％以下　②１８％以下

①予算確保　②実施 作成 ３，７５３件 ①４９．２％　②２１．６％

実施 ①作成　②実施 １０回 ①４５％以下　②１８％以下

①予算確保  ②事業参加 ①実施　②実施 ①３３医療機関　②２７人 ６２人  R２年度より１．５９%減少

①予算確保　②従事者確保 ①実施　②実施 ４０人 ①６０％    ②６０％　③６０％

①予算確保　②従事者確保 ①実施　②実施 １５０人(電話による保健指導)
①４２．１％　②５７．９％

③５７．９％

事業 ストラクチャー（体制） プロセス（実施過程） アウトプット（実施量） アウトカム（成果） 事業評価・要因分析

①予算確保  ②事業参加 ①実施　②実施 ①４０医療機関　②５０人 毎年度１％減少



②啓発

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

令和２年度から新規に取り組んだ事業
国保連の「重複服薬・多剤投与に関する対象者リスト」より、複数の医療機関か
ら同一薬効のある医薬品が、または、15種類（令和2年度は10種類　256人）/月
以上の医薬品が3カ月以上連続して処方されているものに対して、啓発の通知
を発送した。
R3実績：194人に通知発送。3か月後の重複改善１人当たり792円、多剤改善１
人当たり2,701円

健診結果・診療
情報提供事業

の拡充

評価
指標

予算確保 特定健診未受診者への周知
診療情報の提供数
（H２８ 　３８７件）

健診結果・診療情報による受
診率の向上

・R3年度　人間ドック等314件（83件増）
　　　　　　 診療情報19件（4件増）
・未受診者への通知による受診勧奨の際に診療情報提供事業について啓発し
た。（のべ60,068件送付）
・SNS等を通じて制度の周知・啓発を実施した。

医療機関へ健
診趣旨の再周

知

評価
指標

医療機関との調整（３０年度）
受診率向上への協力依頼を含
めた研修会を実施（R１年度以
降）

研修会実施 説明会参加医療機関 ・コロナの影響により、研修会、説明会は実施せず。資料の送付にとどめた。
・特定健診実施医療機関に対して、特定健診等の事業の実施率、健診結果等
の地区別データをまとめた資料を提供した。
・特定健診新規委託医療機関を訪問し、個別の説明を行った。

特定健診未受
診者へタイプ
別受診勧奨

評価
指標

①勧奨に必要なチラシ等の予
算確保
②タイプの分類方法の決定

①健診未受診者のタイプ別分
類
②タイプに合わせた勧奨の実施

勧奨件数（電話・通知計）
①特定健診受診率
②受診勧奨対象者の受診率

電話勧奨：実施せず
・新型コロナウイルス感染症の影響を鑑み、実施せず。代替として、通知勧奨の
数を増やすことで対応した。

通知勧奨：13,068件
・H30～R2年度で受診回数が2～3回の者に健診結果付き受診勧奨
・受診回数が1回の者に年齢、性別ごとの受診勧奨
・受診回数が0回の者にナッジ理論を応用した受診勧奨（新規40歳到達者には
文面を一部変更して勧奨）

インセンティブ
提供

評価
指標

①提供方法決定（H３０年度）
②予算確保

インセンティブ提供方法の整備・
周知（R１年度以降）

提供件数（R１年度以降）
①特定健診受診率（R1年度以降）
②若年層（40～50代）受診率

・特定健康診査受診者へのインセンティブとして、抽選でＱＵＯカードを提供（１
万円分を３名、千円分を60名）。

地区ごと
の啓発

評価
指標

①健康づくり支援課と定期的な
打合せ実施
②地区別啓発用資料作成

①地区の傾向の分析実施
②傾向に応じた啓発の検討（R１
年度以降）

地区の傾向に応じた啓発の
実施回数

各地区の健診受診率
（H２８市全体の受診率４０．
７％）

・令和２年度の健診受診率が最も低かった高階地区に対しては、健康づくり支
援課との連携して啓発するほか、、自治会等の地域の関係団体に特定健診の
受診状況や受診結果を提供して協力を依頼する等、重点的に啓発を行った。
・各地区の健診受診率を令和２年度と比較すると、どの地区も上昇がみられる。
しかし、コロナ前の令和元年度の地区別受診率と比較すると、その差が最も少
ない地区は2.1ポイント（大東地区）だが、最も多い地区は6.4ポイント（福原地区）
と、その差は4.3ポイントとなり、地区ごとの受診率の回復具合に差が開いてい
る。

啓発媒体
ごとの

効果検証

評価
指標 検証方法の決定（H３０年度）

検証のための情報収集（アン
ケート等）（R１年度以降）

効果検証の実施
検証に基づく啓発改善（R１年
度以降） ・健診アンケートによる効果検証や前年度の健診未受診者調査の結果に基づ

き、ポスター及び市ホームページを改善。

予算確保 194人 194件 重複：２．９％　多剤：２．４％

重複受診・頻
回受診や重複
服薬患者への

指導
（令和2年度新

規事業）

評価
指標

事業の予算確保 対象者の抽出 通知発送件数
通知発送3ケ月後の受診・服薬
状況の改善

実施 実施 毎年度１回 １０機関

実施 R１年度に実施 ０回 0

予算確保 実施 200件
1人当たりの処方薬剤金額　通

知前の１０％改善

①決定　②予算確保 実施 ６３件
　　①３７．８％（目標48％）
　　②１．２％増

予算確保 実施 毎年度１５件増加 毎年度２％上昇

予算確保 実施 ８７件増加（３３３件） ０．２％増

①予算確保　②決定 ①分類実施　②勧奨実施 毎年度１０，０００件 毎年度2％上昇

①予算確保　②決定 ①分類実施　②勧奨実施
電話０件

通知１３，０６８件
　　①３７．８％（目標48％）
　　②前年比１．６ポイント増

①決定　②予算確保 実施 毎年６３件 毎年度２％上昇

①実施　②資料作成 ①実施　②検討
５３回

（延べ502人）

令和２年度受診率と比較し、
上昇した地区：１２（すべて２％
以上の上昇）下がった地区：０
※市全体としては３．７％上昇

決定 情報収集実施 毎年度１回 毎年度1回

決定 情報収集実施 1回 １回

事業 ストラクチャー（体制） プロセス（実施過程） アウトプット（実施量） アウトカム（成果） 事業評価・要因分析

①実施　②資料作成 ①実施　②検討 毎年度７０回 毎年度２％上昇



③環境整備

目標

実績

目標

実績

目標

実績

関係団体等と
の連携

評価
指標

関係団体との協力体制構築
啓発内容等協力して実施する
事業内容の調整

協力関係団体数 啓発等の協力実施回数（回） ・関係機関との協力体制構築の取組み
①健康づくり支援課の地区担当保健師に、地区別受診結果を地区ごとにまとめ
た資料を提供し、地区での活動に活かしてもらった。
②地区別健診受診率が最も低かった高階地区について、KDBを活用した資料を
提供し、自治会等の関係団体に健診受診をPR
③高階地区公民館だよりに保健事業の記事掲載
④協会けんぽ、高齢障害医療課、健康管理課に加え、国保組合と合同でチラシ
を作製した。
⑤国保組合へ研修案内や情報提供実施
⑥「こえどちゃん」原稿提出（こども政策課）

医療機関等と
の連携

評価
指標

①医師会・医療機関との調整
②医療機関への提供資料準備

①アンケートの実施
②資料提供
（①②ともR１年度以降）

アンケート実施及び資料提供 集まった意見に対する改善 ・特定健診実施医療機関に対して、令和2年度アンケートの回答結果から、実施
概要の内容を修正し、また健診受診勧奨ポスターを改善した。
・特定健診実施医療機関に対して、特定健診等の事業の実施率、健診結果等
の地区別データをまとめた資料を提供した。

庁内他部署と
の連携

評価
指標

①関係課と定期的な会議を設ける
②他部との調整

①庁内会議参加
②他部イベントでの特定健診ＰＲ実施
③他部と連携した保健指導の実施
　（スポーツ教室の紹介等）

①庁内会議参加数
②他部の教室・イベント等の
紹介数

①特定健診実施体制
②特定保健指導実施率

①庁内会議参加数）
（ときも健康プロジェクト会議：開催なし
(保健事業と介護の一体化会議：検討会議1回、作業部会6回　計7回書面会議
含む）
②他部の教室の紹介や啓発の連携
・その他の情報提供
　地域包括支援センター
　コバトン健康マイレージ
　熱中症予防、フレイル予防、残薬事業
※イベント等は新型コロナウイルスの影響により中止。

体制構築 実施 １０団体 ４回

①実施　②実施 ①参加　②実施　③実施 ①5回　②3件 ①改善　②毎年度2％上昇

①実施　②実施 ①参加　②実施　③実施
①７回

②イベント等の紹介１件

①関係課と受診率向上につい
ての協議を実施
②１０．２％（目標２０％）

体制構築 実施 １０団体 5回

事業評価・要因分析

①実施　②資料準備 ①実施　②実施 毎年度１回 毎年度１回

①実施　②資料準備 ①②とも前倒しで実施
資料提供　1回

令和2年度健診アンケートの回
答からの改善

1回

事業 ストラクチャー（体制） プロセス（実施過程） アウトプット（実施量） アウトカム（成果）


